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（ 判 決 速 報 ）      2024 年 10 月 期  

 

判決 要旨  

 

注 記 ： 可 能 な 場 合 に は 、 本 件 に 関 し て も 同 様 に 、 意 見 書 が 発 行 さ れ る 時 点 で 判 決 要 旨 （ 頭 註 ） が 公 表

さ れ る 。 判 決 要 旨 は 当 裁 判 所 の 意 見 の 一 部 を 構 成 す る も の で は な く 、 読 者 の 便 宜 の た め に 判 決 報 告 官

に よ り 作 成 さ れ た も の で あ る 。 United States v.  Detroit Timber & Lumber Co. ,  200 U.S. 321,  337 を 参

照 。  

 

合衆国最高裁判所  

判決 要旨  

 

DEWBERRY GROUP, INC., FKA DEWBERRY CAPITAL CORP.対 DEWBERRY 

ENGINEERS INC.事 件  

連 邦 第 4 巡 回 区 控 訴 裁判 所に 対す る 移送 命令  

 

事 件 番 号 23-900、 2024 年 12 月 11 日 弁 論 ― 2025 年 2 月 26 日 判 決  

 

連 邦 ラ ン ハ ム 法 は 、 勝 訴 し た 原 告 が 標 章 の 不 正 使 用 か ら 生 じ た 「 被 告 の 利 益 」 を 回 収 で

き る と 定 め て い る 。 15 U. S. C. §1117(a)。 Dewberry Engineers は ラ ン ハ ム 法 に 基 づ く 商

標 侵 害 を 理 由 に 、 競 合 す る 不 動 産 開 発 会 社 の Dewberry Group を 提 訴 し 勝 訴 し た 。

Dewberry Group は 、 別 法 人 の 関 連 会 社 が 所 有 す る 不 動 産 か ら 賃 貸 収 入 を 生 み 出 す た め に

必 要 な サ ー ビ ス を 提 供 し て い る 。 こ の 収 入 は 関 連 会 社 の 帳 簿 に 計 上 さ れ て お り 、

Dewberry Group は 合 意 さ れ た 料 金 の み を 受 け 取 っ て い る 。 そ の 料 金 は 明 ら か に 市 場 価 格

よ り 低 く 設 定 さ れ て お り 、 Dewberry Group は 何 十 年 も 赤 字 経 営 を 続 け 、 当 該 Group と 関

連 会 社 の 双 方 を 所 有 す る John Dewberry か ら の 現 金 注 入 に よ っ て の み 存 続 し て い る 。 こ の

「 経 済 的 実 態 」 を 反 映 す る た め 、 地 方 裁 判 所 は 利 益 裁 定 額 の 計 算 上 、 Dewberry Group と

そ の 関 連 会 社 を 「 単 一 の 法 人 と し て 」 扱 っ た 。 そ れ に よ り 地 方 裁 判 所 は 、 Dewberry 

Group が 標 章 を 侵 害 し た 年 の 関 連 会 社 の 不 動 産 利 益 を 合 計 し 、 約 4300 万 ド ル と い う 裁 定

額 を 算 出 し た 。 控 訴 裁 判 所 の 合 議 体 は 意 見 が 分 か れ た も の の 、 そ の 裁 定 を 支 持 し た 。  
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判 示 ： ラ ン ハ ム 法 第 1117(a)条 に 基 づ き 商 標 侵 害 訴 訟 の 勝 訴 し た 原 告 に 対 す る 「 被 告 の 利

益 」 を 裁 定 す る 際 、 裁 判 所 は 「 被 告 」 自 身 に 帰 属 す る 利 益 の み を 裁 定 で き る 。 さ ら に 「 被

告 」 と い う 用 語 は 、 そ の 通 常 の 法 的 意 味 を 持 つ 。 即 ち 、 救 済 ま た は 賠 償 を 請 求 さ れ て い る

当 事 者 、 本 件 で は Dewberry Group で あ る 。 Engineers は 、 当 該 Group の 関 連 会 社 を 被 告

と し て 追 加 す る こ と を 選 択 し な か っ た 。 し た が っ て 、 関 連 会 社 の 利 益 は 、 通 常 理 解 さ れ る

よ う な （ 法 的 に 不 当 利 得 と な る ） 「 被 告 の 利 益 」 で は な い 。  

 さ ら に 会 社 法 の 背 後 に あ る 原 理 も 、 一 つ の も の を 別 の も の に 変 換 す る こ と は し な い 。 当

裁 判 所 は 多 く の 場 合 、 連 邦 法 に こ の 原 理 を 組 み 入 れ て 解 釈 し て き た 。 ゆ え に 会 社 法 が 全 て

の 関 連 会 社 を 「 単 一 の 法 人 」 と し て 扱 う の で あ れ ば 、 用 語 「 被 告 」 を 同 様 に 解 釈 す る 理 由

が あ る だ ろ う 。 United States v. Bestfoods, 524 U. S. 51, 62 を 参 照 。 し か し 、 通 常 の 原 則

は 逆 で あ る 。 「 米 国 の 会 社 法 上 、 別 個 に 設 立 さ れ た 組 織 は 別 個 の 法 的 権 利 と 義 務 を 有 す る

別 個 の 法 的 単 位 で あ る こ と が 、 長 年 に わ た り 確 立 さ れ て い る 」 。 Agency for Int’l 

Development v. Alliance for Open Society Int’l Inc., 591 U. S. 430, 435。 こ れ は 事 業 体 が

関 連 会 社 で あ っ て も 、 本 件 の よ う に 所 有 者 が 同 じ で あ っ て も 変 わ ら な い 。 特 定 の 状 況 下 で

は 、 裁 判 所 は と り わ け 会 社 法 の 手 続 に よ り 不 正 行 為 が 隠 蔽 さ れ る の を 防 ぐ た め に 、 「 法 人

格 を 否 認 す る 」 こ と が で き る が 、 Bestfoods, 524 U. S., at 62、 Dewberry Engineers は 法 人

格 否 認 の 法 理 に 必 要 な 証 明 を し よ う と し な か っ た こ と を 認 め て い る 。 そ れ ゆ え 会 社 法 の 手

続 を 尊 重 す る こ と が 依 然 と し て 要 求 さ れ る 。 こ の 要 求 は ラ ン ハ ム 法 の 条 文 と も 一 致 す る 。

即 ち 、 「 被 告 の 利 益 」 は 「 被 告 」 の 利 益 で あ っ て 、 そ の 関 連 会 社 を 加 え る も の で は な い 。  

 Dewberry Engineers は こ れ ら の 点 に つ い て 議 論 し て い な い 。 代 わ り に 、 ラ ン ハ ム 法 の

救 済 条 項 に お け る 後 の 文 章 に 基 づ き 、 裁 判 所 は 関 連 会 社 の 利 益 を 考 慮 に 入 れ る こ と が で き

る と 主 張 し て い る 。 「 利 益 に 基 づ く 回 収 額 が 不 十 分 ま た は 過 剰 で あ る と 裁 判 所 が 認 定 す る

場 合 、 裁 判 所 は 状 況 に 応 じ て 独 自 の 裁 量 で 、 正 当 と 認 め る 金 額 の 判 決 を 下 す こ と が で き

る 」 。 §1117(a)。 Engineers の 考 え に よ れ ば 、 こ の い わ ゆ る 「 適 正 額 条 項 」 に よ り 裁 判 所

は 、 最 初 に 「 被 告 の 利 益 」 を 評 価 し た 後 、 「 被 告 の 真 正 な 経 済 的 利 益 」 を よ り 良 く 反 映 す

る 異 な る 金 額 を 決 定 す る こ と が で き る 。 Brief for Respondent 24。 さ ら に こ の 「 第 2 段 階 」

で 、 裁 判 所 は 関 連 会 社 の 利 益 を 「 関 連 す る 証 拠 」 と し て 考 慮 で き る 。 し か し 、 地 方 裁 判 所

は 、 適 正 額 条 項 に 依 拠 し な か っ た 。 地 方 裁 判 所 は 「 被 告 の 利 益 」 を 計 算 す る 際 に 、

Dewberry Group と そ の 関 連 会 社 を 単 一 の 法 人 と し て 扱 っ た だ け で あ る 。 さ ら に 第 4 巡 回
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区 控 訴 裁 判 所 は 、 こ の 状 況 に お い て 関 連 会 社 の 法 人 格 の 独 立 性 を 無 視 す る こ と が 正 当 化 で

き る と 考 え て 、 地 裁 の ア プ ロ ー チ に 同 意 し た 。 適 正 額 条 項 は 分 析 さ れ な か っ た た め 、 提 示

さ れ た 4300 万 ド ル の 裁 定 額 の 裏 付 け と は な ら な い 。  

 新 た な 裁 定 手 続 の た め に 本 件 を 差 し 戻 す に あ た り 、 当 裁 判 所 は 複 数 の 未 検 討 の 問 題 を 残

し て い る 。 裁 判 所 が 利 益 の 裁 定 額 の 裏 付 け と し て 適 正 額 条 項 を 利 用 で き た か ど う か 、 ま た

は ど の よ う に 利 用 で き た か に つ い て ； 適 正 額 条 項 に 依 拠 し な く て も 、 裁 判 所 が 被 告 の 真 正

な 経 済 的 利 益 を 考 慮 す る た め に 、 被 告 の 税 務 記 録 や 会 計 記 録 の 背 後 を 調 べ ら れ る か ど う か 、

ま た は ど の よ う に 調 べ ら れ る か に つ い て ； さ ら に 法 人 格 否 認 の 法 理 が 利 用 可 能 な 選 択 肢 と

し て 残 さ れ て い る か ど う か に つ い て 、 当 裁 判 所 は い か な る 意 見 も 表 明 し な い 。 Pp. 4–8 

77 F. 4th 265、 判 決 破 棄 ・ 差 戻 し  

 

 KAGAN 判 事 が 全 員 一 致 の 法 廷 意 見 を 発 表 し た 。 SOTOMAYOR 判 事 が 補 足 同 意 意 見 を

提 出 し た 。  
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連邦 最高 裁判 例 集第 604 巻   頁 （ 2025 年 ）と して 引用  

裁判 所の 意見  

 

通 知 ： 本 意 見 は 、 合 衆 国 判 例 集 に 掲 載 さ れ る 前 に 形 式 的 な 修 正 の 対 象 と な る 。 読 者 の 方 々 が 誤 植 そ の

他 の 形 式 的 な 誤 り に 気 づ い た 場 合 、 Washington, D.C. 20543、 pio@supremecourt.gov の 合 衆 国 最 高 裁

判 所 、 判 決 報 告 官 ま で お 知 ら せ い た だ き た い 。  

 

合衆国最高裁判所  

No. 23-900 

 

DEWBERRY GROUP, INC., FKA DEWBERRY CAPITAL CORP.対 DEWBERRY 

ENGINEERS INC.事 件  

連 邦 第 4 巡 回 区 控 訴 裁判 所に 対す る 移送 命令 に 関 し て  

［ 2025 年 2 月 26 日 ］  

 

 KAGAN 判 事 が 当 裁 判 所 の 意 見 を 発 表 し た 。  

 商 標 侵 害 訴 訟 で 勝 訴 し た 原 告 は 多 く の 場 合 、 「 被 告 の 利 益 」 の 裁 定 額 を 得 る 権 利 が あ る 。

15 U. S. C. §1117(a)。 こ の 裁 定 を 行 う 際 、 本 件 に お い て 地 方 裁 判 所 は 、 名 前 を 記 載 さ れ

た 被 告 企 業 の 利 益 と 、 本 件 訴 訟 の 当 事 者 で は な い 別 法 人 の 関 連 会 社 の 利 益 を 合 計 し た 。 当

裁 判 所 は 本 日 、 地 方 裁 判 所 が そ う す る こ と で 誤 り を 犯 し た と 判 示 す る 。 関 連 す る 法 律 規 定

に 基 づ き 、 裁 判 所 は 被 告 自 身 に 適 正 に 帰 属 す る 利 益 の み を 裁 定 す る こ と が 可 能 で あ っ た 。  

 

I 

 

 本 件 の 商 標 紛 争 は 、 企 業 名 に 文 字 「 Dewberry」 を 伴 う 、 無 関 係 な 2 社 の 不 動 産 会 社 の

間 で 起 き て い る 。  

 Dewberry Engineers は 、 複 数 の 南 東 部 の 州 を 中 心 に 、 全 国 の 営 利 団 体 向 け に 不 動 産 開

発 サ ー ビ ス を 提 供 し て お り 、 文 字 「 Dewberry」 の 登 録 商 標 の 所 有 者 で も あ る 。 こ の 標 章

に よ り 、 Dewberry Engineers は 不 動 産 サ ー ビ ス の 提 供 に お い て 「 Dewberry」 名 称 を 使 用

す る 一 定 の 排 他 的 権 利 を 与 え ら れ て い る 。  

mailto:pio@supremecourt.gov
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 Dewberry Group も 南 東 部 で 営 業 し て い る 商 業 用 不 動 産 会 社 で あ り 、 開 発 業 者 John 

Dewberry に よ り 所 有 さ れ 、 彼 の ポ ー ト フ ォ リ オ に お け る 別 法 人 の 他 の 会 社 （ 全 部 で 約 30

社 ） だ け に サ ー ビ ス を 提 供 し て い る 。 こ れ ら の 関 連 会 社 は そ れ ぞ れ 一 つ の 賃 貸 用 商 業 不 動

産 を 所 有 し て い る が 、 業 務 活 動 を 遂 行 す る 従 業 員 は い な い 。 そ れ は Dewberry Group の 役

割 で あ る 。 当 該 Group が 関 連 会 社 に 必 要 な サ ー ビ ス 、 即 ち 金 融 、 法 務 、 運 営 お よ び マ ー

ケ テ ィ ン グ サ ー ビ ス を 提 供 し 、 関 連 会 社 が 所 有 す る 不 動 産 か ら 賃 貸 収 入 を 生 み 出 し て い る 。

こ の 収 入 は 関 連 会 社 の 帳 簿 に 計 上 さ れ 、 Dewberry Group は 合 意 さ れ た 料 金 だ け を 受 け 取

る 。 そ し て こ の 料 金 は 、 明 ら か に 市 場 価 格 よ り 低 く 設 定 さ れ て い る 。 当 該 Group の 納 税

申 告 書 に よ れ ば 、 何 十 年 も 赤 字 経 営 で あ り 、 John Dewberry 自 身 か ら の 不 定 期 の 現 金 注 入

に よ っ て の み 存 続 し て い る 。 そ の 一 方 で 、 や は り 彼 が 所 有 す る 関 連 会 社 は 、 数 千 万 ド ル の

利 益 を 上 げ て い る 。  

 John Dewberry の ビ ジ ネ ス 全 体 の 成 功 の 一 部 は 、 商 標 侵 害 か ら も た ら さ れ て お り 、 具 体

的 に は 「 Dewberry」 名 称 に 関 す る Dewberry Engineers の 商 標 権 を Dewberry Group が 侵

害 し て い る 。 （ あ ま り に Dewberry が 多 く て 、 こ の 文 章 が 分 か り づ ら い の で あ れ ば 、 そ れ

こ そ が 商 標 権 が 存 在 す る 理 由 で あ る 。 即 ち 、 製 品 や サ ー ビ ス を 提 供 し て い る 会 社 を 消 費 者

が 混 同 す る の を 防 ぐ た め に 商 標 権 が 存 在 す る ） 。 Dewberry Engineers は 約 20 年 間 に わ た

り 、 Dewberry Group に 対 し て 自 己 の 商 標 権 を 防 御 し よ う と し て き た 。 2007 年 に

Engineers が 当 該 Group を 提 訴 し た 侵 害 訴 訟 で は 、 当 該 Group が 文 字 「 Dewberry」 の 使

用 を 制 限 す る こ と で 和 解 に 至 っ た 。 し か し 、 10 年 ほ ど 経 つ と 、 Dewberry Group は 約 束 を

ほ ご に し た 。 ブ ラ ン ド イ メ ー ジ 刷 新 の 一 環 と し て 、 当 該 Group は そ の 関 連 会 社 の 不 動 産

の 賃 貸 に 使 用 す る マ ー ケ テ ィ ン グ そ の 他 の 資 料 に お い て 「 Dewberry」 名 称 の 使 用 を 再 開

し た 。  

 ゆ え に Dewberry Engineers は 再 び Dewberry Group を 提 訴 し 、 圧 倒 的 に 勝 訴 し た 。

Dewberry Group の み に 対 し て 起 こ さ れ た こ の 訴 訟 は 、 連 邦 ラ ン ハ ム 法 に 基 づ く 商 標 侵 害

と 不 正 競 争 に 加 え 、 州 法 に 基 づ く 契 約 （ 即 ち 、 和 解 契 約 ） の 違 反 も 申 し 立 て て い た 。 地 方

裁 判 所 は 、 全 て の 訴 因 に つ い て Dewberry Group に 責 任 が あ る と 認 定 し 、 と り わ け

Dewberry Group に よ る 商 標 侵 害 を 厳 し く 非 難 し た 。 こ れ ら の 違 反 は 「 意 図 的 、 故 意 か つ

悪 意 」 で あ っ た と 、 地 裁 は 認 定 し た 。 2022 WL 1439826, *6 (ED Va., Mar. 2, 2022)。

Dewberry Group は 「 自 己 の 行 為 の 違 法 性 に 警 告 を 発 す る 多 く の 赤 信 号 」 に 遭 遇 し て い た

に も か か わ ら ず 、 商 標 登 録 さ れ た 名 称 を 使 用 し 続 け た 。 同 書 、 at *2； 同 書 参 照 、 at *6。
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こ れ ら の 意 図 的 侵 害 の 認 定 は 、 後 に 第 4 巡 回 区 控 訴 裁 判 所 に よ り 支 持 さ れ て お り 、 当 裁 判

所 で の 審 理 対 象 で は な い 。 77 F. 4th 265, 289, 291 (2023)を 参 照 。  

 ま だ 争 点 と し て 残 っ て い る 問 題 は 、 地 方 裁 判 所 の 侵 害 救 済 の た め の 利 益 の 裁 定 額 で あ る 。

ラ ン ハ ム 法 の 規 定 に よ れ ば 、 Dewberry Engineers の よ う な 勝 訴 し た 原 告 は 商 標 侵 害 か ら

生 じ た 「 被 告 の 利 益 」 を 回 収 で き る 。 §1117(a)。 本 件 で 名 前 を 記 載 さ れ た 唯 一 の 被 告 は 、

Dewberry Group で あ る 。 し か し Dewberry Group は 、 先 述 し た よ う に 、 い か な る 利 益 も

報 告 し て い な い 。 前 掲 、 at 2 を 参 照 。 む し ろ 地 方 裁 判 所 は 、 当 該 Group の 不 法 行 為 （ そ の

全 て の サ ー ビ ス ） か ら 得 た 利 益 が 「 ［ 不 動 産 所 有 者 で あ る 関 連 会 社 の ］ 帳 簿 だ け に 計 上 さ

れ て い る 」 こ と を 認 定 し た 。 2022 WL 1439826, *9。 そ の 「 経 済 的 実 態 」 を 反 映 す る た め

に 、 地 裁 は 利 益 裁 定 額 の 計 算 上 、 Dewberry Group と そ の 関 連 会 社 を 「 単 一 の 法 人 と し て 」

扱 う こ と を 決 定 し た 。 同 上 、 at *10。 地 裁 は そ の 理 由 と し て 、 こ れ ら の 会 社 を 別 個 に 考 え

る と 、 「 Dewberry Group 企 業 全 体 」 が 「 そ の 意 図 的 か つ 悪 意 の 侵 害 の 経 済 的 結 果 を 免 れ

て 」 し ま う だ ろ う と 述 べ た 。 同 上 。 一 方 、 こ れ ら の 会 社 を 一 緒 に 考 え る と 、 ラ ン ハ ム 法 が

対 象 と す る 「 不 当 利 得 」 を 防 止 で き る 。 同 上 。 ゆ え に 地 裁 は 、 Dewberry Group が 侵 害 し

た 年 の 関 連 会 社 の 不 動 産 利 益 を 合 計 し 、 約 4300 万 ド ル と い う 裁 定 額 を 算 出 し た 。 同 書 、

at *14 を 参 照 。  

 控 訴 裁 判 所 の 合 議 体 は 意 見 が 分 か れ た も の の 、 そ の 裁 定 を 支 持 し た 。 多 数 派 は

「 Dewberry Group と そ の 関 連 会 社 の 関 係 の 『 経 済 的 実 態 』 」 を 繰 り 返 し 指 摘 し な が ら 、

こ れ ら 全 て の 会 社 を 「 単 一 の 法 人 と し て 」 扱 う 地 方 裁 判 所 に 同 意 し た 。 77 F. 4th, at 290 

(2022 WL 1439826, *10 を 引 用 し て い る )。 こ の ア プ ロ ー チ は 、 企 業 利 益 を 目 的 と し た

Dewberry Group に よ る 侵 害 資 料 の 使 用 に つ い て 適 切 に 「 Dewberry Group に 責 任 を 負 わ

せ た 」 と 、 多 数 派 は 論 じ た 。 77 F. 4th, at 293。 こ れ ら の 会 社 の 結 び つ き を 考 え れ ば 、 当

該 Group で は な く 、 関 連 会 社 が 「 収 入 を 受 け 取 っ た 」 こ と は 問 題 で は な か っ た 。 同 上 。

そ れ 以 外 の 認 定 を す れ ば 、 「 侵 害 行 為 の 経 済 的 結 果 を 回 避 す る た め に 会 社 法 の 手 続 を 悪 用

す る 青 写 真 」 を 企 業 に 与 え る こ と に な る だ ろ う と 、 多 数 派 は 考 え た 。 同 上 。 Quattlebaum

判 事 は 異 議 を 唱 え た 。 彼 な ら ば 、 被 告 の 利 益 を 計 算 す る 際 に 「 非 当 事 者 の 収 入 を 単 純 に 追

加 す る 」 権 限 は 地 方 裁 判 所 に は な い と 判 断 し た だ ろ う 。 同 書 、 at 300。  

 当 裁 判 所 は 602 U. S. ___ (2024)の 移 送 命 令 を 許 可 し 、 こ れ を も っ て 下 級 審 の 判 決 を 取

り 消 す 。  
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II 

 

 商 標 侵 害 の 利 益 の 裁 定 を 認 め る 条 文 は 、 下 級 裁 判 所 が 取 っ た ア プ ロ ー チ の 裏 付 け に は な

ら な い 。 ま た 、 救 済 問 題 を 扱 う ラ ン ハ ム 法 の 条 項 に よ れ ば 、 Dewberry Engineers の よ う

な 原 告 は 「 被 告 の 利 益 を 回 収 」 す る 「 権 利 が あ る 」 と 規 定 さ れ て い る 。 §1117(a)； 前 掲 、

at 3 を 参 照 。 「 被 告 」 と い う 用 語 は 特 に 定 義 さ れ て い な い た め 、 通 常 の 法 的 意 味 を 有 す る 。

つ ま り 「 被 告 」 と は 、 「 訴 え ま た は 訴 訟 に お い て 救 済 ま た は 賠 償 を 請 求 さ れ て い る 当 事 者 」

で あ る 。 Black’s Law Dictionary 541 (3d ed. 1933) 。 ゆ え に 本 件 の 被 告 は 、 Dewberry 

Engineers の 訴 状 に お い て 「 Dewberry」 商 標 侵 害 の 責 任 を 負 う 者 と し て 名 前 を 記 載 さ れ た

事 業 体 で あ り 、 そ の 事 業 体 は Dewberry Group だ け で あ る 。 App. 1 (「 原 告 Dewberry 

Engineers は … … 被 告 Dewberry Group に 対 す る 本 訴 状 を 提 出 す る 」 )を 参 照 。 Engineers

は 、 当 該 Group の 不 動 産 を 所 有 し て い る 関 連 会 社 を 被 告 と し て 追 加 す る こ と を 選 択 し な

か っ た 。 し た が っ て 、 こ れ ら 関 連 会 社 の 利 益 は 、 通 常 理 解 さ れ る よ う な （ 法 的 に 不 当 利 得

と な る ） 「 被 告 の 利 益 」 で は な い 。  

 さ ら に 会 社 法 の 根 底 に あ る 原 理 も 、 一 つ の も の を 別 の も の に 変 換 す る こ と は し な い 。 当

裁 判 所 は 多 く の 場 合 に 、 連 邦 議 会 は コ モ ン ロ ー の 「 基 盤 と な る 」 特 徴 を 排 除 す る こ と を 望

ん で い な か っ た だ ろ う と い う 考 え か ら 、 こ の 原 理 を 連 邦 法 に 組 み 入 れ て 解 釈 し て き た 。

United States v. Bestfoods, 524 U. S. 51, 62 (1998)。 ゆ え に 会 社 法 が 全 て の 関 連 会 社 を

（ 地 方 裁 判 所 が 言 う よ う に ） 「 単 一 の 法 人 」 と し て 扱 っ て い る の で あ れ ば 、 当 裁 判 所 も 同

じ く 、 明 確 な 独 自 性 の 欠 如 を 理 由 に 本 件 被 告 の 関 連 会 社 を 巻 き 込 む 形 で 、 用 語 「 被 告 」 を

解 釈 で き た だ ろ う 。 し か し 実 の と こ ろ 、 通 常 の 原 則 は 逆 で あ る 。 「 米 国 の 会 社 法 上 、 長 年

に わ た り 、 別 個 に 設 立 さ れ た 組 織 は 別 個 の 法 的 権 利 と 義 務 を 有 す る 別 個 の 法 的 単 位 で あ る

と 解 釈 さ れ て い る 」 。 Agency for Int’l Development v. Alliance for Open Society Int’l Inc., 

591 U. S. 430, 435 (2020)。 こ れ は 事 業 体 が 関 連 会 社 で あ っ て も 、 本 件 の よ う に 所 有 者 が

同 じ で あ っ て も 変 わ ら な い 。 同 上 ； Dole Food Co. v. Patrickson, 538 U. S. 468, 474–475 

(2003)を 参 照 。 確 か に 、 「 法 人 格 の 独 立 性 の 原 則 」 に は 例 外 が あ る 。 裁 判 所 は 特 定 の 状

況 下 で は 、 と り わ け 会 社 法 の 手 続 が 不 正 行 為 を 隠 蔽 す る の を 防 ぐ た め に 、 「 法 人 格 を 否 認

す る 」 こ と が で き る 。 Bestfoods, 524 U. S., at 62； Dole Food, 538 U. S., at 475。 し か し 、

Dewberry Engineers は 自 ら 認 め て い る よ う に 、 法 人 格 否 認 の 法 理 に 必 要 な 証 明 を し よ う

と し な か っ た 。 Brief for Respondent 52, n. 8 を 参 照 。 そ れ ゆ え 会 社 法 の 手 続 を 尊 重 す る こ
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と が 依 然 と し て 要 求 さ れ る 。 こ の 要 求 は ラ ン ハ ム 法 の 条 文 と も ぴ っ た り 一 致 す る 。 こ こ で

も 言 う が 、 「 被 告 の 利 益 」 は 「 被 告 」 の 利 益 で あ っ て 、 そ の 関 連 会 社 を 加 え る も の で は な

い 。  

 Dewberry Engineers は こ れ ら の 点 に つ い て 議 論 で き な い し 、 議 論 し て い な い 。 下 級 審

の 決 定 を 擁 護 す る に は 、 別 の 法 律 用 語 を 伴 う 異 な る 道 を 進 ま な く て は な ら な い 。 確 か に

Engineers は 、 裁 判 所 に は 「 法 人 格 の 独 立 性 を 無 視 」 し 、 関 連 会 社 の 利 益 の 不 当 利 得 を

「 被 告 」 自 身 の も の と し て 命 じ る 権 限 が な い こ と を 認 め て い る 。 同 書 、 at 2。 し か し 、 裁

判 所 は 別 の 方 法 で 関 連 会 社 の 利 益 を 考 慮 で き る と 、 Engineers は 述 べ て い る 。 Dewberry 

Engineers は こ こ で 、 ラ ン ハ ム 法 の 救 済 条 項 に お け る 後 の 文 章 を 引 用 し て い る ： 「 利 益 に

基 づ く 回 収 額 が 不 十 分 ま た は 過 剰 で あ る と 裁 判 所 が 認 定 す る 場 合 、 裁 判 所 は 状 況 に 応 じ て 、

独 自 の 裁 量 で 公 正 と 考 え る 金 額 の 判 決 を 下 す こ と が で き る 」 。 §1117(a)。 Engineers の 考

え に よ れ ば 、 こ の い わ ゆ る 「 適 正 額 条 項 」 に よ り 裁 判 所 は 、 最 初 に 「 被 告 の 利 益 」 を 評 価

し た 後 、 「 被 告 の 真 正 な 経 済 的 利 益 」 を よ り 良 く 反 映 す る 異 な る 金 額 を 決 定 す る こ と が で

き る 。 同 書 、 at 24。 さ ら に こ の 「 第 2 段 階 」 で 、 例 え ば 被 告 が 収 入 の 一 部 を 関 連 会 社 の

帳 簿 に 流 用 し た か ど う か を 調 べ る た め に 、 裁 判 所 は 関 連 会 社 の 利 益 を 「 関 連 す る 証 拠 」 と

し て 考 慮 で き る 。 同 書 、 at 1, 38。 最 後 に Dewberry Engineers は 、 下 級 裁 判 所 は 実 際 に こ

の ア プ ロ ー チ に 従 っ た と 主 張 し て い る 。 言 い 換 え る と 、 下 級 裁 判 所 は 適 正 額 条 項 に 基 づ く

Dewberry Group の 「 真 正 な 経 済 的 利 益 」 を 評 価 す る 際 に 、 関 連 会 社 の 利 益 を 証 拠 と し て

考 慮 し た だ け で あ っ た 。 同 書 、 at 40。  

 し か し な が ら 、 Dewberry Engineers が 4300 万 ド ル の 裁 定 額 を 獲 得 し た 理 由 と し て は 、

こ れ は 妥 当 な 見 解 と は い え な い 。 地 方 裁 判 所 は 、 適 正 額 条 項 に 依 拠 し な か っ た 、 あ る い は

Dewberry Group の 真 正 な 利 益 を 反 映 す る た め に 、 当 該 Group の 報 告 さ れ た 利 益 を 出 発 点

と し た こ と を 示 唆 し な か っ た 。 裁 定 額 を 決 定 す る た め の 2 段 階 プ ロ セ ス は 存 在 せ ず 、 「 被

告 の 利 益 」 の 計 算 と い う 1 段 階 し か な か っ た 。 2022 WL 1439826, *14; see id., at *9–*10。

さ ら に そ の 評 価 を す る 際 に 、 地 方 裁 判 所 は 誰 の 利 益 を 考 慮 す べ き か に つ い て 、 Dewberry 

Group と そ の 関 連 会 社 の 双 方 を 明 示 し 、 そ の 理 由 と し て 、 こ れ ら の 会 社 全 て を 「 単 一 の 法

人 と し て 扱 う 」 べ き で あ る と 述 べ た 。 同 上 。 こ の よ う な 扱 い は 、 そ の 文 言 上 、 「 会 社 法 の

手 続 」 を 無 視 し て お り 、 同 様 に 「 法 人 格 の 独 立 性 の 原 則 」 も 無 視 し て い る 。 Dole Food, 

538 U. S., at 476； Bestfoods, 524 U. S., at 62。 さ ら な る 証 拠 が 必 要 な ら ば 、 地 裁 が 到 達

し た 数 字 に 証 拠 が 示 さ れ て い る 。 そ の 数 字 は 、 該 当 す る 年 度 に お け る 全 て の Dewberry 企
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業 の 不 動 産 利 益 を 単 に 合 計 し た も の で あ っ た 。 そ の 金 額 は 、 Dewberry Group と そ の 関 連

会 社 を 全 体 と し て 一 つ の 「 被 告 」 と み な す べ き で あ る と い う 考 え と 一 致 し て い る 。 そ の 一

方 で 、 下 級 審 で 何 が 行 わ れ た か に 関 す る Engineers の も う 一 つ の 解 釈 と は 矛 盾 す る 。 地 裁

が Engineers の 見 解 を 採 用 す る に は 、 当 該 Group 自 身 の 利 益 を 反 映 す る も の と し て 、 関 連

会 社 の ど の 利 益 が Dewberry Group に 適 正 に 帰 属 し て い る か を 特 定 し な け れ ば な ら な か っ

た だ ろ う 。 さ ら に 地 裁 は お そ ら く 、 （ 少 な く と も ） 関 連 会 社 が 賃 貸 物 件 を 所 有 し て い た こ

と を 考 え れ ば 、 全 て の 利 益 が 該 当 す る と 結 論 づ け る こ と は で き な か っ た だ ろ う 。 地 方 裁 判

所 の 十 把 ひ と か ら げ の 結 果 に 到 達 す る 唯 一 の 道 は 、 よ り 簡 単 な 方 法 を 取 る 、 つ ま り

Dewberry Group と そ の 関 連 会 社 を （ 地 裁 自 身 が 言 っ た よ う に ） 単 一 の 法 人 と し て 一 括 り

に す る こ と で あ っ た 。  

 控 訴 裁 判 所 の 判 決 も ま た 、 Dewberry Engineers の 説 明 と は 程 遠 い 。 地 方 裁 判 所 と 同 じ

く 、 第 4 巡 回 区 控 訴 裁 判 所 も 適 正 額 条 項 に 依 拠 せ ず 、 そ れ を 可 能 に す る 「 2 段 階 」 分 析 も

行 わ な か っ た 。 控 訴 裁 判 所 は 、 地 方 裁 判 所 の 判 決 の 根 拠 に つ い て 、 下 級 裁 判 所 は 利 益 を 決

定 す る た め に 「 Dewberry Group と そ の 関 連 会 社 を 単 一 の 法 人 と し て 扱 っ た 」 と 、 単 刀 直

入 に 説 明 し た 。 77 F. 4th, at 290。 さ ら に 控 訴 裁 判 所 は 、 地 方 裁 判 所 と ほ ぼ 同 じ 理 由 で そ

の 扱 い を 承 認 し 、 そ の 根 拠 と し て 、 Dewberry 企 業 の 運 営 方 法 の 「 経 済 的 実 態 」 と 、 そ う

し な け れ ば 「 会 社 法 の 手 続 」 に よ り 侵 害 行 為 が 処 罰 を 逃 れ て し ま う 懸 念 を 指 摘 し た 。 同 上 、

同 書 、 at 293； 前 掲 、 at 3 を 参 照 。 こ の よ う な 状 況 に お け る 懸 念 は 間 違 い で は な い 。 し か

し 、 Engineers で さ え 同 意 し て い る よ う に 、 被 告 企 業 （ 即 ち 、 Dewberry Group） と そ の 別

法 人 で あ る 関 連 会 社 と の 区 別 を 無 視 す る こ と は 正 当 化 で き な い 。 こ れ ら の 企 業 を 同 一 の も

の と し て 扱 う こ と に よ り 、 下 級 裁 判 所 は 、 被 告 以 外 の 利 益 を 含 み 、 そ れ ゆ え に ラ ン ハ ム 法

の 許 容 範 囲 を 超 え る 裁 定 額 を 承 認 し た 。  

 新 た な 裁 定 手 続 の た め に 本 件 を 差 し 戻 す に あ た り 、 当 裁 判 所 は 複 数 の 未 検 討 の 問 題 を 残

し て い る 。 第 一 に 、 適 正 額 条 項 に 関 す る Dewberry Engineers の 解 釈 に つ い て 、 当 裁 判 所

は い か な る 意 見 も 示 さ な い 。 当 裁 判 所 が 結 論 づ け た の は 、 下 級 裁 判 所 が 4300 万 ド ル の 裁

定 額 の 裏 付 け と し て 適 正 額 条 項 を 引 用 し な か っ た と い う こ と だ け で あ る 。 下 級 裁 判 所 が 適

正 額 条 項 を 利 用 で き た か ど う か （ ま た は ど の よ う に 利 用 で き た か ） は 、 当 裁 判 所 で 審 理 す

べ き 問 題 で は な い 。 ま し て や 権 利 喪 失 の 原 則 を 考 慮 し て 、 Dewberry Engineers が 差 戻 し

審 で 自 己 の 適 正 額 理 論 を 主 張 で き る か ど う か も 、 当 裁 判 所 の 守 備 範 囲 外 で あ る 。 第 二 に 、

適 正 額 条 項 に 依 拠 し な く て も 、 裁 判 所 が 「 取 引 の 経 済 的 実 態 」 を 考 慮 し 、 被 告 の 「 真 正 な
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経 済 的 利 益 」 を 特 定 す る た め に 、 被 告 の 納 税 ・ 会 計 記 録 の 背 後 を 調 べ ら れ る 時 期 に 関 す る

政 府 の 立 場 に つ い て も 、 当 裁 判 所 は い か な る 意 見 も 述 べ な い 。 Brief for United States as 

Amicus Curiae 13； 同 書 、 at 18–22, 30–34 を 参 照 ； Tr. of Oral Arg. 36– 41。 ま た 、 政 府

の 提 案 を 考 慮 す る か ど う か の 判 断 も 、 下 級 裁 判 所 に 委 ね ら れ て い る 。 そ し て 第 三 に 、 本 件

の 口 頭 弁 論 で 提 起 さ れ た よ う に 、 差 戻 し 審 に お け る 選 択 肢 と し て 、 法 人 格 否 認 の 法 理 が 利

用 可 能 か ど う か に つ い て も 、 当 裁 判 所 は い か な る 意 見 も 示 さ な い 。 同 書 、  at 77 を 参 照 ；

Brief for Respondent 52, n. 8。  

 当 裁 判 所 は 本 日 、 下 級 裁 判 所 が 「 被 告 の 利 益 」 の 計 算 上 、 Dewberry Group と そ の 関 連

会 社 を 単 一 の 法 人 と し て 扱 っ た の は 誤 り で あ っ た と い う こ と だ け を 判 示 す る 。 Dewberry 

Group は 本 件 の 唯 一 の 被 告 で あ り 、 そ の 表 現 に 基 づ き 、 当 該 Group 自 身 の 利 益 だ け が 回

収 可 能 で あ る 。  

 し た が っ て 、 当 裁 判 所 は 控 訴 裁 判 所 の 判 決 を 取 り 消 し 、 こ の 意 見 に 沿 っ た 更 な る 手 続 の

た め に 、 本 件 を 差 し 戻 す 。  

上 記 の 通 り 命 令 す る 。  
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連邦 最高 裁判 例 集第 604 巻   頁 （ 2025 年 ）と して 引用  

SOTOMAYOR 判 事 の 補 足 同 意意 見  

 

合衆国最高裁判所  

No. 23-900 

 

DEWBERRY GROUP, INC., FKA DEWBERRY CAPITAL CORP.対 DEWBERRY 

ENGINEERS INC.事 件  

連 邦 第 4 巡 回 区 控 訴 裁判 所に 対す る 移送 命令 に 関 し て  

［ 2025 年 2 月 26 日 ］  

 

 SOTOMAYOR 判 事 の 補 足 同 意 意 見 。  

ラ ン ハ ム 法 の 適 用 上 、 裁 判 所 は 「 被 告 の 利 益 」 を 計 算 す る 際 に 法 人 格 の 独 立 性 の 原 則 を

尊 重 し な け れ ば な ら な い と 判 示 す る 当 裁 判 所 の 意 見 に 、 私 は 全 面 的 に 賛 同 す る 。 前 掲 、 at 

5, 8 を 参 照 。 こ れ ら の 原 則 と ラ ン ハ ム 法 の 平 易 な 文 言 は 、 法 人 格 否 認 の 法 理 が な い 状 態 で 、

下 級 裁 判 所 が 関 連 会 社 の 全 て の 利 益 を Dewberry Group に 帰 属 さ せ る こ と を 禁 じ て い た 。

前 掲 、 at 4–5 を 参 照 。 し か し 、 Dewberry Group 自 身 は そ の 納 税 申 告 書 に お い て 、 い か な

る 利 益 も 報 告 し て い な い 。 当 該 Group は 何 十 年 も 赤 字 経 営 で あ る 一 方 、 そ の 関 連 会 社 は

当 該 Group の 商 標 侵 害 サ ー ビ ス の お か げ で 、 数 千 万 ド ル の 利 益 を 上 げ て い る 。 Dewberry 

Group は 下 級 裁 判 所 に お い て 、 当 該 Group 自 身 の 納 税 申 告 書 に 基 づ い て 利 益 を 計 算 す べ

き で あ る こ と 、 即 ち 当 該 Group が 支 払 う べ き 不 当 利 得 は 0 ド ル で あ る こ と を 指 摘 し た ＊ 。  

 私 は 、 法 人 格 の 独 立 性 の 原 則 が 裁 判 所 に 対 し て 経 済 的 実 態 を 覆 い 隠 す も の で は な い こ と

を 強 調 す る た め に 、 別 個 に 意 見 書 を 書 い て い る 。 さ ら に こ の 原 則 は 、 関 連 会 社 と の 取 決 め

を 通 し て 被 告 の 真 正 な 経 済 的 利 益 を 隠 蔽 す る た め の 努 力 を 含 む 、 巧 妙 な 会 計 処 理 を 無 理 や

り 裁 判 所 に 認 め さ せ よ う と す る も の で も な い 。 そ れ ど こ ろ か 、 裁 判 所 が 「 被 告 の 利 益 」 を

 

＊  77 F. 4th 265, 290 (CA4 2023) (「 Dewberry Group は 、 『 納 税 主 体 の Dewberry 

Group, Inc. が 納 税 申 告 書 で 損 失 を 計 上 し た た め 、 利 益 が ゼ ロ だ っ た 』 こ と を 示 す 証 拠 を

提 出 し た 」 )を 参 照 ； 2022 WL 1439826, *9, *13 (ED Va., Mar. 2, 2022)； 10 Ct. App. in 

No. 22–1622 etc. (CA4), pp. 4958– 4965。  
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計 算 す る 際 に 、 被 告 と そ の 関 連 会 社 の 間 に お け る 会 計 上 の 取 決 め を 考 慮 で き る 無 数 の 方 法

が 存 在 し て い る 。 2 つ の 例 で 要 点 を 説 明 す る 。  

 第 一 に 、 会 社 の 収 入 の 一 部 を 実 質 的 に 関 連 会 社 に 譲 渡 す る と い う 、 非 独 立 企 業 の 関 係 を

関 連 会 社 と の 間 で 確 立 し て い る 会 社 を 考 え て み よ う 。 例 え ば 、 当 該 会 社 が 侵 害 サ ー ビ ス に

関 し て 、 そ の 関 連 会 社 に 市 場 価 格 よ り 低 い 料 金 を 請 求 す る 場 合 、 そ の よ う な 取 決 め は 本 質

的 に 、 当 該 会 社 の 収 入 の 一 部 を 事 前 に 関 連 会 社 に 譲 渡 し て い る と み な す こ と が で き る だ ろ

う 。 こ の シ ナ リ オ に お け る 関 連 会 社 の 利 益 は 、 独 立 し た 企 業 関 係 で あ っ た 場 合 に 当 該 会 社

自 身 が 稼 い だ で あ ろ う 収 入 を 圧 迫 す る 可 能 性 が あ る 。 当 該 会 社 の 利 益 を 計 算 す る 際 に こ の

よ う な 証 拠 を 考 慮 す る こ と は 、 裁 判 所 の 焦 点 が 「 被 告 自 身 に 適 正 に 帰 属 す る 利 益 」 の 計 算

に 留 ま っ て い る 限 り 、 会 社 法 の 手 続 ま た は ラ ン ハ ム 法 の 条 文 に 違 反 し な い だ ろ う 。 前 掲 、

at 1。  

 さ ら に 当 裁 判 所 は 長 い 間 、 税 務 に 関 連 し て 、 法 人 格 の 独 立 性 の 原 則 に 抵 触 す る こ と な く 、

事 前 譲 渡 ス キ ー ム を 説 明 す る こ と が 可 能 だ と 認 め て き た 。 例 え ば 、 Commissioner v. 

Banks, 543 U. S. 426, 433 (2005) (「 納 税 者 は 、 別 の 関 係 者 に 事 前 に 経 済 的 利 益 を 譲 渡 す

る こ と に よ り 、 そ の 利 益 を 総 収 入 か ら 除 外 す る こ と は で き な い 」 ) ； Commissioner v. 

Sunnen, 333 U. S. 591, 604 (1948) (同 様 )； Lucas v. Earl, 281 U. S. 111, 114–115 (1930) 

(同 様 )を 参 照 。 裁 判 所 が 類 似 の 取 決 め に 直 面 し た 場 合 、 「 収 入 が た と え 一 瞬 で も そ れ を 稼

い だ 者 に 与 え ら れ る こ と を 防 ぐ た め に 、 ど れ ほ ど 巧 妙 に 考 案 さ れ て い て も 」 、 ラ ン ハ ム 法

に 基 づ く 「 被 告 の 利 益 」 を 計 算 す る 際 に 、 上 記 の 先 例 が 指 針 と な る だ ろ う 。 Banks, 543 U. 

S., at 434 (Lucas, 281 U. S., at 115 (原 文 に 2 回 目 の 修 正 )を 引 用 )。  

 第 二 に 、 不 当 利 得 の 裁 定 額 を 計 算 す る 裁 判 所 は 、 会 社 が 関 連 法 人 を 介 し て 侵 害 サ ー ビ ス

の 報 酬 を 間 接 的 に 受 け 取 っ た 証 拠 を 考 慮 で き る だ ろ う 。 例 え ば 、 会 社 が 侵 害 サ ー ビ ス に つ

い て 市 場 価 格 よ り 低 い 料 金 を 関 連 会 社 に 請 求 し て い た が 、 共 通 の 所 有 者 が 当 該 会 社 へ の 現

金 注 入 に よ り 不 足 分 を 補 っ て い た と い う 証 拠 が あ る 場 合 、 そ の 証 拠 が ラ ン ハ ム 法 に 基 づ く

当 該 会 社 の 利 益 に 影 響 を 与 え る だ ろ う 。 実 際 、 こ の よ う な 現 金 注 入 は 、 当 該 会 社 が 独 立 し

た 企 業 関 係 に お い て 自 己 の 侵 害 サ ー ビ ス か ら 稼 い だ で あ ろ う 利 益 の 一 部 を 反 映 し て い る 可

能 性 が あ る 。 Brief for United States as Amicus Curiae 18–19 を 参 照 。 し か も 、 ラ ン ハ ム 法

の 不 当 利 得 裁 定 額 の 計 算 に お い て こ の よ う な 証 拠 に 依 拠 す れ ば 、 関 連 会 社 の 利 益 を 不 当 に

被 告 に 帰 属 さ せ る 必 要 も な い 。  

 要 す る に 、 法 人 格 の 独 立 性 の 原 則 は 、 裁 判 所 が 「 被 告 の 利 益 」 を 計 算 す る 際 に 実 際 的 な
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現 実 に 目 を つ ぶ る よ う 強 い る も の で は な い 。 結 局 の と こ ろ 、 ラ ン ハ ム 法 自 体 が 「 衡 平 法 の

原 則 に し た が い 」 被 告 の 利 益 を 計 算 す る よ う 裁 判 所 に 命 じ て い る 。 15 U. S. C. §1117(a)。

法 人 格 の 独 立 性 の 原 則 は 、 当 然 の こ と な が ら 、 会 社 が 巧 妙 な 会 計 処 理 に よ り 不 正 行 為 の 責

任 を 逃 れ る こ と は で き な い と い う 見 解 を 支 持 す る も の で あ る 。 衡 平 法 は 「 形 式 よ り も 実 質

を 重 ん じ る 」 。 2 J. Pomeroy, Equity Jurisprudence §378, p. 40 (5th ed. 1941) (内 部 引 用

符 省 略 )。 衡 平 法 は 、 「 不 正 行 為 者 が 自 身 の 不 正 行 為 に よ り 利 益 を 得 る べ き で は な い 」 こ

と も 要 求 し て い る 。 Liu v. SEC, 591 U. S. 71, 80 (2020) (内 部 引 用 符 省 略 )。 さ ら に 連 邦 議

会 は 、 「 商 標 が 可 能 な 限 り 最 大 限 の 全 国 的 な 保 護 を 受 け る 」 こ と を 保 証 す る た め に 、 ラ ン

ハ ム 法 を 制 定 し た 。 Park ’N Fly, Inc. v. Dollar Park & Fly, Inc., 469 U. S. 189, 193 (1985) 

(内 部 引 用 符 省 略 )。 そ の 制 度 に お い て 、 不 当 利 得 の 裁 定 は 主 要 な 役 割 を 担 っ て お り 、 ラ ン

ハ ム 法 の 条 文 は 、 連 邦 議 会 が 安 易 な 脱 税 を 是 認 し た と い う あ ら ゆ る 主 張 を 排 除 し て い る 。  

 こ の 問 題 は 下 級 裁 判 所 に お い て 適 切 な 枠 組 み の 中 で 検 討 さ れ な か っ た た め 、 当 裁 判 所 は

本 日 、 ラ ン ハ ム 法 の 不 当 利 得 の 裁 定 額 を 計 算 す る 際 に 、 裁 判 所 が 被 告 の 帳 簿 の 背 後 を 調 べ

ら れ る 時 期 と 方 法 に つ い て 、 明 確 に 決 定 す る こ と を 正 当 に 拒 否 す る 。 前 掲 、 at 8 を 参 照 。

し か し 、 差 戻 し 審 で の 新 た な 裁 定 手 続 に お い て 、 下 級 裁 判 所 は こ の 重 要 な 問 題 を 考 察 し 、

適 切 な 場 合 は 記 録 の 再 審 理 を 検 討 で き る 。 Zenith Radio Corp. v. Hazeltine Research, Inc., 

401 U. S. 321, 331 (1971) (「 追 加 の 証 拠 を 提 出 す る た め の 再 審 理 の 申 立 は 、 ［ 事 実 審 裁

判 所 の ］ 適 切 な 裁 量 に 委 ね ら れ る 」 )を 参 照 。 我 が 国 の 商 標 法 が 機 能 す る よ う に 、 裁 判 所

は ビ ジ ネ ス の 実 際 的 現 実 に 注 意 を 払 う 必 要 が あ り 、 ラ ン ハ ム 法 は そ う す る 権 限 と 義 務 を 裁

判 所 に 与 え て い る 。  

 

 


